今月の花「ノウゼンカズラ」
　暑い最中、自ずから近くの山野は遠慮し涼を求めて遠出することが多くなる。こんな時仲間達と利用する交通手段は大抵バス、高速道路を利用すれば日帰りでもかなり遠方に足を延すことができる。この季節、高速道路沿いに見られる花は少ないが、夾竹桃やムクゲの植え込みに混じってノウゼンカズラが隔壁に登り橙黄色の花を着けているのをよく見かける。
ノウゼンカズラ（凌霄花、紫葳、Campsis grandiflora）の名は漢名の凌霄(りょうしょう)が元で、ノウセウ→ノウセウカズラ→ノウゼンカズラと、転訛していったとされます。霄は「空」「雲」の意味があり、空に向かって高く咲く花の姿を表していると言われています。学名の属名、カンプシスはギリシア語の「曲がる」に由来し、雄しべの形から、種小名のグランディフロラは「大きな花の」を意味します。英名は原産地と花姿、そしてつるでよじ登る性質から「チャイニーズ・トランペット・バイン」や「チャイニーズ・トランペット・フラワー」と呼ばれています。

ノウゼンカズラは中国の中部から南部に広く分布するつる性の落葉樹で、日本には古い時代に入ってきており、すでに平安時代には薬用として栽培されていました。枝や幹から気根と呼ばれる根を出し、それが壁やフェンス、他の樹木などにへばりついて体を支えて上に伸びていきます。茎は古くなると木質化し、不規則に裂けて剥げ落ちます。
葉は対生し、奇数羽状複葉で、小葉は2～6対。小葉の葉身は卵形で先は尖り、無毛、縁に粗い鋸歯があります。
開花期は7～8月で枝先に円錐花序を出し、直径6～7cmの花を、花軸に対生して付けます。花冠は広い漏斗形で、先は5裂して平開すします。花冠の外面が橙黄色、内面が朱黄色で美しい。雄しべは4本、うち2本が長い。雌しべは先が舌状に広がって2裂します。通常雌しべの先は開いているが、何かが触れると閉じます。
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そして花粉が着くと閉じたままになります。た
だこの花の鳥媒花であると言われ、ハチドリなどのいない、日本では結実しないと言われています。
ひとつひとつの花は短命ですが、絶え間なく新しい花を咲かせます。落花すると、蜜がたれ周りを湿らすほどで、その蜜にメジロや蜂が集まってきます。蜜には毒性があるといわれてきましたが、根拠のない俗説・風評のようです。
樹勢が非常に強く丈夫な花木であり、地下茎を延ばしひこばえを周囲に芽生えさせ、繁殖します。園芸品種が複数存在し、ピンクや黄色などの花色のものもあります。
前述のように、生育旺盛で丈夫な樹なのでお寺の庭や公園などによく植えられています。耐寒性はあまり良くないので、寒冷地には不向きです。寿命が長く、金沢市の玉泉園にある古木は豊臣秀吉の時代に朝鮮半島から持ってきたものと言われています。漢方では花や茎を利尿薬として用いられています。

なお、鉢植えなどで出回るヒメノウゼンカズラ（Tecomaria capensis）は別属の植物で、ノウゼンカズラ（属）の仲間ではありません。

アメリカノウゼンカズラ〔C. radicans〕は北アメリカに分布するノウゼンカズラの仲間です。ちなみに、ノウゼンカズラ属の野生種は本種とノウゼンカズラの2種しかありません。花色は赤オレンジで花茎は短く、垂れ下がりません。
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